
 

 概要概要概要概要    

Unity ブリーフケースは、オフィスから離れた環境で作業を行う担当者や出張中の社員がオフラインでOnBase ドキュメントやフ
ォーム、および各種機能にアクセスすることを可能にします。Unity ブリーフケースを利用することで、ユーザーはOnBase に接
続していない状態でも、ドキュメントの更新やメモの添付、電子フォームの新規作成、写真のアップロードなどを行うことができま
す。その結果、業務プロセス上、社外でデータを入手する必要がある場合でも、時間を無駄にすることなく業務を進行させるととも
に、重複するデータ入力や、書類の紛失などによる遅れを防ぐことができます。また、担当者が出先（オフライン）で使用するため
にブリーフケースに保存したドキュメントは、社内（オンライン）のOnBase ユーザーも引き続き使用する事ができます。オフラ
インで使用していたドキュメントは、担当者が出先からオフィスに戻った際にOnBase と同期化して適切な修正版を作成すること
ができるため、業務プロセスを滞りなく進めることができます。 

 主なメリット主なメリット主なメリット主なメリット    

• オフィスを離れた未接続の状態で業務を行う担当者にOnBase ドキュメントへのオフラインアクセスを提供 
• 意図しないデータ上書きのリスクを軽減した上で、オンラインおよびオフラインのユーザーがドキュメントを利用できるように
することで、遠隔地や出先の担当者の生産性を向上 

• 業務プロセスの初期段階でドキュメントとデータを電子的に取り込み、業務プロセスの遅延を防止 
• 文書を電子的に使用したり電子フォームを作成したりすることで印刷代を削減し、紙文書主体のプロセスに起因する経営資源の
無駄を排除 

• 同期化を通じて、オフライン中にドキュメントに加えた変更内容を把握し、変更履歴を閲覧可能にすることで徹底した監査体制
を促進 

• オフラインのドキュメントをローカルに暗号化することでデータのセキュリティを確保し、ノートパソコンの紛失などによる機
密情報の流出を防止 

• Microsoft インストーラー技術を利用した迅速な展開とアップグレードによって、IT 導入にかかる時間、労力、コストを削減 

 アプリケーションの利用価値アプリケーションの利用価値アプリケーションの利用価値アプリケーションの利用価値 

Unity ブリーフケースは、営業担当者、人材紹介会社のスカウト担当者、訪問介護員など様々な業務形態において、出張や移動の多
いスタッフの業務をサポートする有効なツールです。 

• 不動産鑑定士や土地家屋調査士は、現場での時間を最大限に活用し、事務所での書類作成にかかる時間を最低限に抑えることが
できます。土地・建物を訪問したその場で Eフォームを記入したり、建物や内装設備の破損やバリアフリー関連の法令不履行と
いった違反事項を記録するための写真をアップロードしたりすることが可能です。 

• 保険会社の営業担当者は、生命保険の販売のために顧客宅を訪問したその場で保険申込書（Eフォーム）の記入と署名を済ませて
契約を締結することができます。損害調査員は事故の現場で必要書類を作成でき、提出されたドキュメントやフォームは同期化
されると直ちに引受審査ワークフローに取り込まれます。 

• 在宅福祉サービスに従事するスタッフは、訪問先に必要な関連資料をすべて揃えて持参できるだけでなく、訪問先で新規電子フ
ォームを記入したり、案件ファイルに写真を追加したりすることが可能です。 

 デザインデザインデザインデザイン    
 

 

1. ユーザーは、OnBase に接続したオンライン環境で、OnBase Unity クライアントからUnity ブリーフケースにドキュメ
ントを追加することができます。 

2. これらのドキュメントは、オフライン環境でUnity ブリーフケースを使って表示・編集することが可能です。また、キー
ワードの表示、メモや注釈の追加、Eフォームやその他OnBase ドキュメントの作成、スキャナやカメラからの新規ドキ
ュメント取り込みなどにも対応可能です。 

3. オフライン環境で行った変更内容は、容易にオンライン環境で同期化することができ、必要に応じて修正版を作成すること
で、誤ってドキュメントを上書きしてしまうリスクを防止します。 
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 主な特徴主な特徴主な特徴主な特徴    

• OnBase ドキュメントをオフラインで表示・編集でき、ドキュメントをオンライン環境に戻すことでオフラインで行われた一連の
作業をトランザクション履歴に反映可能 

• E フォームを含むOnBase ドキュメントをオフライン環境で作成・編集できるため、業務プロセスの開始点がオフラインの状態
であっても直ちに情報を電子的に記録可能 

• カメラやその他のストレージデバイスから、オフライン環境でアドホックのスキャン作業やドキュメントの取り込みを実行可能 
• 使い慣れたUnity ドキュメントビューアを介してオフライン環境でキーワード、メモ、注釈を利用可能 
• オフライン環境で作成した新規ドキュメントやフォームのインデックス作業をオートフィルキーワードセットによって自動化 
• 同期化によってドキュメントを即時にワークフロープロセスに取り込み可能 
• 同期化の対象とするドキュメントの種類、オフラインでの利用を許可するイメージやフォームなどを指定・管理可能 
• オフライン環境とオンライン環境のユーザーがそれぞれ同じドキュメントを編集した場合に、競合解決機能を使用して変更後の各
ドキュメントを並列表示し内容を比較可能 

• 同期化を行う際に修正版を作成可能 
• ドキュメントファイルおよびデータを 256ビット暗号化方式によってローカルに暗号化して保存することで、ノートパソコンが
紛失した場合などの情報漏洩リスクを低減 

 インターフェースインターフェースインターフェースインターフェース    

 
未接続の状態でUnity ブリーフケースからOnBase の E フォームを新規作成または編集する例 

 

未接続の状態でUnity ブリーフケースからOnBase のメモを追加、編集、または削除し、ドキュメントの修正版を作成する例 
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